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	応用
	抗原情報
	背景
	インスリンシグナル伝達に応答してGLUT4が細胞膜へ移行するために必要である。エンドサイトーシス中にアクチン細胞骨格の再編成と膜管状構造の調整に必要である。ホスファチジルイノシトール4,5-ビスリン酸やホスファチジルセリンなどの脂質に結合し、膜陥入および管状構造の形成を促進する。また、WASL/N-WASPをリクルートすることでCDC42誘導性アクチン重合を促進し、Arp2/3複合体を活性化する。アクチン重合は膜管の分裂を促進し、エンドサイトーシス小胞を形成する可能性がある。単球由来細胞に特有のアクチンに富む接着構造であるポドソームの形成に必要である。FASLG/FASLのリソソーム保持に必要である可能性がある。
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	CIP4 抗体を使用した 3T3 溶解物中の Cip4 のウエスタン ブロット分析。
	

	Cip4 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

